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研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：環境学・環境動態解析 
キーワード：環境分析・環境変動・大気現象・地球化学・地球変動予測 
 
１．研究計画の概要 
 地球規模での人類活動による影響を受け
つつある大気と海洋環境の現状の把握だけ
ではなく、大気組成変動が海洋生態系の変化
を促し、その変化に伴う海洋大気へのフィー
ドバックについて、一連のリンケージの仮説
検証は、これからの地球環境問題を解決する
手法を確立する上でも不可欠である。 
 北太平洋を中心に大気と海洋の物質循環
動態リンケージについて、海洋表層（有光層
約 200 m以浅）と海洋大気境界層（海面から
約 2 kmまで）を研究対象域として絞り込み、
4研究項目で取組む。 
 大気現象の擾乱による海洋生態系への影
響の主要因を明らかにし、海洋生態系の応答
と連鎖を解明する。その過程において、生物
起源気体が生成・放出する過程と放出フラッ
クスの直接測定や長期的なフラックス変動
を観測する。放出された気体の酸化過程に伴
う粒子化と新生エアロゾルの直接測定を試
みる。これらの過程をシミュレーションし、
気候変化に対する海洋生態系の応答を予測
可能とすることが本研究領域の目的である。 
 本領域研究を構成する総括班は学識経験
者の評価担当者を含み、全体的な研究方針、
研究班合同の船舶観測や陸上観測の企画調
整、研究の進捗状況の把握をし、研究戦略を
立てることが目的である。 
 
２．研究の進捗状況 
 総括班会議は研究項目代表者が集まる全
体会議、評価委員会等開催時に開催され、各
研究の取り纏めや企画調整を始め、項目を越
えた共同観測、研究航海申請、航海時の研究
分担や調整、ワーキンググループ（WG）の

企画提案など、効果的に進めている。 
 各計画研究班会議やWGには、領域代表者
が出席し、他の研究班の進捗状況の報告や、
共同観測の提案、取り纏めに向けて提言を行
っている。年に一回、計画研究代表者会議を
開催し、公募研究班との連携や調整、また、
白鳳丸、淡青丸、「みらい」などの研究航海
の実施計画、国内外の研究プロジェクトの連
携についても議論している。 
 項目研究を横断した４つのWGを開催して
いる。 
 「台風 WG」は、研究項目を越え、公開形
式を取り、特定領域研究者以外の出席もあっ
た。生態系モデルと物理モデルの連携や観測
グループとの議論が具体化し、船上実験や台
風生態系モデルなどへの取組みに着手して
いる。 
 「大気海洋長期変動と生物応答 WG」は、
他の関連プロジェクト研究者を招聘し、物理、
化学、生物環境の長期変動や長期観測に対応
するセンサーの情報など多岐にわたって議
論された。 
 「海洋大気陸上集中観測WG」は、2008年
春季に沖縄本島北端の国立環境研究所辺戸
岬大気・エアロゾル観測局での集中観測を航
空機大気観測プロジェクトと連携して行う
ため開催し、観測終了後、6 月にデータ検討
会を開催している。 
 「渦相関法 WG」は、気体交換変動研究項
目を中心に、二酸化炭素、ラドン、DMSなど
の気体成分や熱フラックスについて議論し
た。また、海洋物理関連研究者やドイツの研
究者や陸上での測定観測研究者を招聘し、測
定法についての情報交換を行った。 
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３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
 大気下層、境界層、海洋表層、統合モデル
の 4研究項目でそれぞれ計画通りに観測、デ
ータ解析、論文発表など順調に成果を上げて
きた。二年度目から項目研究を横断した４つ
のWGを開催し、大気と海洋の研究者による
「辺戸岬での共同観測」や「台風」を気象、
化学、生物グループで観測と実験を行い、モ
デルによる再現を試みるなどの取組みが成
果を上げている。「渦相関法」では陸と海洋
での測定法で共通した問題点の改善策が提
案された。「長期変動」は、物理場の変動が
化学組成と生物生態への変化に密接に繋が
っているなど、予想以上の新しい成果が纏め
られつつある。公募研究の成果は、これらの
議論を活性化し、大きく進展させている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 各計画研究と公募研究班の連携研究の調
整を行う。連携ワークショップの成果として
提言や論文の投稿を推奨する。諸外国の国際
会議に特定領域研究の成果を積極的に発表
する若手研究者への旅費援助を行う。
Newsletter や Web siteを用い、情報を国内外
へ公開する。本領域研究全体の研究の調整や
会議開催等の対応のため研究員を雇用する。 
 最終年度には、研究成果取り纏めやデータ
ベースの保存と継続公開を確立する。国際的
な研究者達を招聘し、本領域研究の評価を受
ける国際シンポジウムを開催する。国外での
国際会議で本領域研究の成果発表を纏めて
発表するセッションを設ける。国際誌への特
集号を刊行し、統合したものを単行本（英文）
や和文誌特集号として刊行する。一般啓蒙書
として、和書として刊行する準備を進める。 
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